
鉄道技術連合シンポジウム(J・RAIL2005)

S6-2-5鉄道サービスの信頼性向上効果を考慮したネットワーク整備手法について
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In Tokyo metropolitan area, many railway accidents have occurred every year, and they 
cause rail passengers huge time loss. Nevertheless, there is no quantitative research to 
assess the amount of time loss. In this paper, the railway accident in this area is analyzed, 
and Monte Carlo simulation to estimate a statistical distribution of time loss was executed. 
Then, the regional distribution of time loss is examined. 
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1. はじめに

東京首都圏では通勤・通学トリップの 60％以上が鉄道

を利用している．その鉄道には，大凪輸送性，定時性，高

速性を有するサーピスが求められている．しかしながら，

事故等によりサーピスが一時的に休止した場合には．大量

輸送交通機関であるため，旅客の被害も多大になる．

国土交通白困り（平成 16年）によると，鉄道サービスの

信頼性向上が，国家として取り組むべき課題に挙げられて

いるまた既存の研究 2)からも，旅客は，交通サーピスの信

頼性向上に対して金銭的な支払意志を有していることが明

かとなっている．

一方，箪者らは，鉄道事故統計をデータ化し 3），鉄道輸送

閏害の発生に関する確率分布を求め，モンテカルロシミュ

レーションにより遅延時間を推計する手法を提案している

4入しかしながら，これまでは，時間損失を精緻に推計する

ことよりも，シミュレーションによる時間損失の推計可能

性を検証することを主眼としていたため，シミュレーショ

ンの設定条件に精緻さを欠いた部分もあり，その解決が課

題として残されていた．

そこで本研究では．鉄道サーピス停止時の旅客の損失時

間を精緻に推計するために，既存のシミュレーションの改

良を行った．改良は，事故などで不通区間が生じた際の旅

客の当該区間の迂回を考慮することで図った．また旅客の

居住地別の鉄道利用者 1人当たりの時間掛失費用の地域分

布についても考察した．
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2. 旅客の時間損失の推計方法について

(1) 前提条件

損失時間の推計に際して設定した条件を以下に示す．

a) シミュ レーションの対象は， 平成 14年度版都市

交通年報 5)より， 64路線，1128駅とした．

b) 大都市交通センサス 6)より，首都圏のターミナル

駅データを用い．ターミナル駅を利用している旅

客のみ迂回行動を可能とした．

c) 各駅間の所要時間は，営業距離及び各路線の表定

速度を用いて決定した．

d) ターミナル駅での乗り換え時間は5分とした．

e) Dijkstra法を用い，第一最短経路と第二最短経路

の所要時間を算出し．その差を，事故発生時に旅

客の迂回行動による追加所要時間とした．

(2) 損失時間の推計方法

本研究で実施するシミュレーションでは，旅客の不通区

間の迂回行動を考慮した． 本シミュ レーションでは，事故

原因別に同定した指数分布に従う乱数を発生させ，運行遅

延時間を決定している．また， Dijkstra法を用いて迂回を

考慮した場合の追加所要時間を算出し，シミュレーション

によって発生した事故の運行遅延時間と追加所要時間を比

較し．旅客は最終的に所要時間の短い方を選択するものと

考えた．シミュレーションのフローを図 1に示す．

(3) 年間時間損失の集計

30年に渡るシミュレーションを実行し，旅客の時間損失



の地域分布を作成した．ちなみに， 2003年度の毎月勤労調

査7)に基づき，首都圏の勤労者の平均時間価値を 2400円と

して，旅客の時間損失を算出した（図 2).
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図2 鉄道利用者 1人当たりの年間あたりの時間損失費用

事故m因mreのポアソン分布に従う乱数売生

一樟分布に貸う乱11t覺生

事紋発生瞬1111を決定

一樟分布に益う乱数兜生
l 

事敬発生路線を決定

3. まとめ

本研究では，鉄道利用者の損失時間をシミュレーション

により算出し，さらに損失時間の居住地域分布を作成した．

この地域分布より，事故発生件数が多いJR京浜東北線を利

用する地域である，蕨市，川口市において時間損失費用が

大きいことがわかった．また，郊外の鉄道利用者の時間損

失費用が多いことから，郊外と都心を結ぶ路線で事故が発

生すると多くの時間損失が発生することがわかった．

また，迂回行動を考慮した場合の，旅客の総時間損失費

用は 272億円という結果になった．

大翻市交通センサスのODデークの餞み込み

事敏鰈織利用旅客数を算出

事 紋1件当りの碕間撮失を合計

8つの事改原因の損失玲1111を合計

365日分の損失時間を合計
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図1 シミ ュレーションのフロー
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